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平
成
29
年
町
議
会
定
例
会
３
月
会
議
が
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
の
30
日
間
に
わ
た
り
開
催　

さ
れ
、
初
日
に
高
橋
昌
造
町
長
が
町
政
運
営
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
町
長
の
平
成
29
年
度
施
政
方
針
（
要
旨
）
と
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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皆
さ
ま
も
既
に
ご
存
じ
の
と
お
り
、
不
来

方
高
校
野
球
部
が
第
89
回
選
抜
高
校
野
球

大
会
の
21
世
紀
枠
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
彼

ら
は
わ
ず
か
10
人
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ

ま
し
た
が
、
こ
の
陰
に
は
野
球
部
小
山
監

督
の
「
環
境
に
嘆
か
ず
、
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
実
行
す
る
」
と
い
う
信
念
と
覚
悟

が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
「
た
っ
た
10

人
」
で
は
な
く
、
10
人
で
で
き
る
こ
と
考
え
、

甲
子
園
を
目
指
し
て
が
ん
ば
る
彼
ら
の
姿

は
、
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
手

本
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
来
方
高
校
の
音
楽
部
は
、
昨

年
10
月
の
第
69
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
高
等
学
校
部
門
で
９
年
連
続

の
金
賞
、
６
度
目
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
部
所
属
の
竹

内
菜
緒
さ
ん
が
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ

た
第
70
回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
の
声
楽
部
門
高
校
の
部
で
第
１

位
に
選
ば
れ
、
第
89
回
選
抜
高
校
野
球
大

会
の
開
会
式
で
国
歌
独
唱
を
す
る
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

矢
巾
町
で
は
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
音
楽
の
取
り
組
み
も

盛
ん
で
あ
り
、
地
域
に
も
音
楽
に
親
し
む

方
が
た
く
さ
ん
お
い
で
で
す
。
こ
の
「
音
楽

を
愛
す
る
心
」
は
ま
ち
の
宝
で
あ
り
、
町

民
歌
に
あ
る
「
う
た
ご
え
の
相
和
す
と
こ

ろ
」
を
目
指
し
た
い
と
い
う
思
い
で
昨
年

11
月
に
「
音
楽
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

矢
巾
町
は
日
々
成
長
し
て
お
り
、
未
来
へ

向
か
っ
て
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
」
で
す
。

私
は
、
音
楽
と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

胸
に
、
第
7
次
矢
巾
町
総
合
計
画
の
基
本

理
念
で
あ
り
ま
す
「
希
望
と
誇
り
と
活
力

に
あ
ふ
れ 

躍
動
す
る
ま
ち 

や
は
ば
」
の
実

現
を
目
指
し
、
個
性
を
生
か
し
て
輝
き
続

け
る
矢
巾
町
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

作
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
今
後
も
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
財
政
運
営

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
も
の
の
、
将
来
に

向
け
た
積
極
的
な
投
資
や
先
駆
的
な
取
り

組
み
を
地
方
創
生
と
し
て
推
進
し
ま
す
。
ま

ず
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
健
康
と
医
療
に
注
目
し
た
政
策

を
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
迎
え
て
展

開
し
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
町
の
魅
力
を
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
に

し
て
戦
略
的
に
発
信
し
、
産
業
振
興
と
移

住
・
定
住
促
進
を
同
時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
矢
巾
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
本
体
や
中
央

１
号
線
道
路
拡
幅
整
備
な
ど
の
岩
手
医
科

大
学
附
属
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
を
行
う
ほ
か
、
通
学
路
な
ど
の
交
通
安

全
施
設
整
備
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

策
定
し
、
矢
幅
駅
の
東
西
を
起
点
と
し
た

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
全
面
的

に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

2
年
目
と
な
る
第
7
次
矢
巾
町
総
合
計

画
に
お
い
て
は
、
新
た
に
移
住
・
定
住
す

る
方
々
や
企
業
の
進
出
を
、
矢
巾
町
の
こ

れ
か
ら
の
成
長
の
糧
と
し
つ
つ
、
町
民
憲

章
に
掲
げ
る
「
和
と
い
た
わ
り
と
希
望
の

町
」
の
実
現
を
常
に
目
指
し
、
着
実
に
行

政
運
営
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
、
第
7
次
矢
巾
町
総
合
計
画
の
施
策
の

大
綱
で
あ
り
ま
す
、
町
の
将
来
像
の
実
現

に
向
け
た
7
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
に

沿
っ
て
、
主
要
な
事
業
に
関
し
具
体
的
な

取
り
組
み
や
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　

平
成
29
年
度
は
、
第
7
次
総
合
計
画
に

掲
げ
る
「
ひ
と
を
豊
か
に
育
み
見
守
る
ま

ち
」「
自
然
と
ひ
と
が
共
生
す
る
ま
ち
」「
持

続
的
な
力
を
蓄
え
活
力
あ
る
ま
ち
」
「
み
ん

な
で
つ
く
る
協
働
の
ま
ち
」
を
本
町
の
将

来
像
と
し
て
、
各
種
計
画
が
確
実
に
実
行

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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■高齢者の生活支援・介護予防…高齢者が住み慣れた地域

で安心した生活を送ることができるよう「地域包括ケアシ

ステム」の構築に向け、在宅医療と介護の連携に加え、介

護予防・日常生活総合支援事業を実施します。

■子育て支援の拡充…子ども医療費助成給付対象者を中学

生まで拡大するほか、おたふくかぜ予防接種の費用助成を

実施します。また、男性不妊治療費への助成を行います。

■健康づくり…国保ヘルスアップ事業と特定健診・特定保

健指導を連動させた町独自の事業を展開し、生活習慣病の

発症予防および重症化予防を推進します。また、75 歳以

上の方を対象としたインフルエンザ予防接種および肺炎球

菌ワクチン接種の無料化を実施します。

■地域福祉の充実…生活困窮者支援のための国のモデル事

業を継続利用しながら、日常生活支援事業などの実施体制

を整備し、地域の困りごとは地域で解決できるような共生

社会の実現を目指します。

■障がい福祉の充実…第４期障がい福祉計画に基づき、紫

波地域内における「障がい者基幹相談支援センター」を設

置し、障がい者や障がい児の方々の身近での相談支援にも

対応できる体制を整備します。

■児童福祉の充実…町内保育施設４カ所において体調不良

児保育事業を実施するとともに、医療機関で病児保育事業

を実施します。

■学校教育…矢巾町いじめ問題対策委員会からの調査報告

書およびご提言を受けて、本年４月に「矢巾町いじめ防止

対策に関する条例」を制定し、いじめ許さない、いじめを

見逃さない学校づくりを推進します。

■社会教育…「やはぱーく」内の図書センターに、県内初

となる電子図書館サービスを導入し、利用者のニーズに応

じた図書やイベントの充実に努めます。

■市街地整備…矢幅駅前地区について、事業完了を目指し

て努力するとともに、確定測量や換地処分に向けた準備を

進めます。また「やはぱーく」で各種イベントを開催し、

中心市街地の活性化とにぎわい創出に努めます。

■幹線道路網の整備…町道中央 1号線について、平成 31

年 9月の岩手医科大学附属病院の開院に合わせて拡幅整備

を進めます。また、県事業の徳田橋の架け替えについて、

今年度から整備事業に取り組みます。

■矢巾スマートインターチェンジの整備…平成 30 年の供

用開始に向けて本体工事を一層推進するとともに、周辺道

路についても順次整備を進めます。さらに、スマートイン

ターチェンジ周辺の土地利用を図るため、関係機関との協

議を引き続き行います。

■上水道…水需要への対応を視野に入れながら、新配水場

の建設、水道施設の更新と老朽管路の耐震化に重点をおき、

安全、安心で安定的な水の供給に取り組みます。

■防災への取り組み…常備消防の維持と消防団の活性化お

よび消防団員の確保、機能別消防団員の増員、ポンプ車の

更新を行うほか、非常用の食料品や避難所で使用する衛生

用品を備蓄します。

■空き家対策…危険なまま放置された空き家の迅速な撤去

や周辺への被害防止を実施する仕組みを検討するととも

に、利用可能な空き家についてはその活用を視野に入れた

取り組みを行います。

■移住・定住促進…町独自の地方創生事業の一つとして、

町内に定住を希望する方の住宅取得に係る利子補給を引き

続き実施し、移住・定住化の促進につなげます。

■農業の振興…「中山間地域等直接支払交付金」や「多面

的機能支払交付金」などを活用し、経営規模の拡大や戦略

作物の生産促進を図ります。また、「新規就農給付金」を

はじめとする各種制度を活用し、農業従事者の確保・育成

を支援します。さらに、農業経営の法人化を推進するとと

もに、経営の質の向上を支援します。

■６次産業化の推進…これまでの支援を継続しつつ、農業

者の意識やレベルに応じた支援を行うとともに、販売会や

商談会などの実践的な取り組みを強化します。

■商工業の振興…中心市街地の活性化とにぎわい創出に向

けて、ヘルスケアビジネスなど新たな産業の創出や、町内

小売業者の活性化を支援する取り組みを進めます。

■企業誘致の推進…矢巾スマートインターチェンジの新設

による地理的優位性を活かし、新たな企業立地用地確保の

検討を進めつつ、企業誘致活動に取り組みます。

■観光の推進…町観光協会と連携を図りながら、地域資源

の掘り起こしを進めます。また、食と農業の体験型観光な

ど、新たな観光振興に努めます。

■特産品の開発…昨年披露した「やはばおでん」を町内外

に広く周知します。また、既存の特産品について見直しを

検討し「本町の顔が見える特産品」の開発に取り組みます。

「塩彩プロジェクト」で開発した各種減塩食品の販路拡大

と、一般家庭向けのパッケージ開発を支援します。

■循環型社会の形成…省資源、省エネルギー、ゼロエミッ

ション、３Ｒ運動など、地域特性にあわせた循環型社会の

形成に向けた取り組みを推進します。

■地球温暖化防止…町内防犯灯や公共施設へのＬＥＤ照明

の導入を推進し、二酸化炭素排出量の削減を図ります。

■適正な行財政運営の推進…町民の皆さまの信頼に応える

べく事務事業評価を実施し、行政に求められる課題に柔軟

に対応できる人材育成と行政機構づくりに努めます。

■住民協働のまちづくり…町民の皆さまのニーズを踏まえ

た行政運営を行うため、町民と行政が一体となった企画立

案による各種施策を推進します。

①健やかな生活を守るまちづくり

②時代を拓き次代につながるひとづくり

③利便性と発展性を高めるまちづくり

④快適性と安全性を高めるまちづくり

⑥豊かな生活環境を守るまちづくり

⑦安心と信頼が寄せられる行政経営

平成 29 年度 施政方針の主な施策平成 29 年度 施政方針の主な施策

⑤産業の活力を高めるまちづくり


